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て置換を行い，流出流量と濃度変化から有効間隙率
を求めた。
　これを置換試験として，先のトレーサー試験と併
せて，FDRとFDR－Vに対してTable　1の注入試験結
果と比較した結果をそれぞれFig．15，　Fig．16に示す。
これらの図から両者はほぼ良好な一致を示してお
り，今回提案した方法が妥当性が示された。
5　おわりに
　本研究では，原位置における地盤汚染度の測定法
として誘電率計測法の適用性を検討するために，
FDR法とFDR－V法を用いて基礎的な測定を行った。
さらに，これまで把握が困難であった有効間隙率の
原位置での測定手法を提案した。
　今回，得られた知見を以下に列挙する。
（1）FDR法とFDR－V法を用いて瞬時に地盤の誘電率
　　分布を測定することが可能である。
（2）飽和地盤に対しては，誘電率の一つの測定値の
　　みで，比較的容易に汚染度が測定可能であるこ
　　とを示した。
（3）不飽和地盤においては，FDR－V法を用いて複素
　　誘電率を測定することで，水分量と同時に地盤
　　の汚染度も測定が可能であることを示した。
（4）地盤に挿入したセンサー周辺に水とは誘電率の
　　異なる液体を注入し，その変化から有効間隙率
　　を求める方法を提案した。この手法の有効性を
　　検討するため，室内試験において数種類の砂山
　　料に対して注入試験を行った。その結果，四脚
　　定値とも間隙率の約80～95％程度の結果が得ら
　　れ，別途実施したトレーサー試験結果と比較し
　　て良好な一致を得た。ここで，トレーサーとし
　　て実際の汚染物質を用いることで，より正確な
　　有効間隙率の値を得ることが出来る。
　なお，計測システムの原位置への適用については，
センサーの設置方法や液体の注入圧力・速度」影響
範囲等の注入方法の検討が必要である。最終的には，
飽和・不飽和地盤での汚染度と有効間隙率の測定方
法を確立することで，より実際の状況に即した汚染
のメカニズムや修復段階での浄化度の予測が可能に
なるものと考えられる。
　最後に，本研究の一部は八雲環境科学振興財団の
研究助成により実施された。ここに記して謝意を表
する次第である。
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